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平
成
28
年 

第
４
回

下
北
山
村
議
会

12
月
定
例
会
を
開
催

　

第
４
回
村
議
会
定
例
会
が
12
月
14
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
日
程
と
し
て
村
長
の
行
政
報

告
、
議
員
の
一
般
質
問
に
続
き
、
議
案

の
審
議
で
は
、
条
例
の
制
定
及
び
改
正

が
８
議
案
と
、
規
約
の
変
更
２
議
案
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

補
正
予
算
の
６
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
（
育

児
・
介
護
）
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
た
事
に
よ
る
改
正
で
す
。

★
給
与
・
報
酬
に
関
す
る
条
例
改
正

　

平
成
28
年
人
事
院
勧
告
（
※
）
に
よ

り
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
と
同
様
に

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

☆
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

☆
下
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

☆
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

☆
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
※
）
人
事
院
勧
告
と
は
、
国
会
・
内

閣
等
に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
給
料
や

労
働
条
件
の
改
善
を
勧
告
す
る
事
を
指

し
ま
す
。

★
下
北
山
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

★
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

★
下
北
山
村
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
選

挙
制
か
ら
市
町
村
長
の
任
命
制
に
変
更

さ
れ
た
事
に
伴
い
、
委
員
の
定
数
を
条

例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

★
奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

　

同
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
１
団

体
の
解
散
に
伴
う
も
の
で
す
。

★
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合

を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
加
及
び
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

同
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
を
組
織
す
る

市
町
村
の
増
加
に
伴
う
も
の
で
す
。

★
平
成
28
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

２
千
８
６
１
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
な
歳
入
は
民
生
費
国
庫
負
担
金

２
１
２
万
８
千
円
、
農
林
水
産
業
費
県

補
助
金
１
６
７
万
４
千
円
、
後
期
高

齢
市
町
村
療
養
給
付
費
負
担
金
精
算

還
付
金
３
０
１
万
２
千
円
を
含
む
雑

収
入
３
５
２
万
８
千
円
、
村
債
で
は

１
千
８
５
０
万
円
の
内
、
臨
時
財
政
対

策
債
減
額
６
０
０
万
円
、
地
域
振
興

債
の
移
住
促
進
施
設
整
備
事
業
債
が

１
千
２
５
０
万
円
、
環
境
衛
生
債
の
上

下
北
山
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金
事

業
債
が
１
千
３
７
０
万
円
、
林
道
整
備

事
業
債
が
１
２
０
万
円
、
観
光
施
設
整

備
事
業
債
が
２
０
０
万
円
、
道
路
橋
梁

整
備
事
業
債
減
額
５
０
０
万
円
等
で

す
。

　

主
な
歳
出
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

職
員
給
料
及
び
手
当
等
の
増
額
の
他
、

財
政
調
整
基
金
に
１
千
３
６
０
万
９
千

円
、
地
域
振
興
費
の
移
住
促
進
施
設
整

備
の
委
託
料
及
び
工
事
費
に
７
８
６
万

円
、
社
会
福
祉
総
務
費
の
臨
時
福
祉
給

付
金
及
び
同
給
付
金
シ
ス
テ
ム
改
修
に

５
４
３
万
６
千
円
、
林
道
管
理
費
の
工

事
等
事
業
費
２
９
４
万
円
等
で
す
。

★
平
成
28
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

１
千
２
７
６
万
９
千
円
が
追
加
補
正

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
歳
入
は
前
年
度
繰

越
金
が
１
千
１
２
２
万
７
千
円
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
国
民
健
康
保
険
基
金
積

立
金
が
８
８
２
万
１
千
円
、
負
担
金
、

補
助
金
及
び
交
付
金
・
国
庫
返
還
金

３
０
０
万
１
千
円
で
す
。

★
平
成
28
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

１
４
４
万
５
千
円
が
減
額
補
正
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
歳
入
は
診
療
報
酬
収
入

等
５
４
５
万
円
の
減
額
、
前
年
度
繰
越

金
収
入
２
６
０
万
５
千
円
及
び
公
用
車

の
払
い
下
げ
に
伴
う
１
８
０
万
円
の
収

入
等
の
増
額
で
す
。
歳
出
は
医
療
用
衛

生
材
料
費
や
検
査
費
等
の
減
額
で
す
。

★
平
成
28
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

６
万
７
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。
歳
入
は
前
年
度
繰
越
金
で
、
歳
出

の
修
繕
料
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

★
平
成
28
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
に
つ
い
て

　

９
４
２
万
４
千
円
が
減
額
補
正
さ
れ

ま
し
た
。
歳
入
は
一
般
会
計
繰
入
金
の

減
額
で
、
歳
出
で
は
村
よ
り
の
出
向
職

員
減
に
よ
る
人
件
費
の
減
額
で
す
。

★
平
成
28
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

41
万
７
千
円
が
減
額
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ

の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方
議

会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加
入

の
た
め
の
法
整
備
の
実
現
を
強
く
要
望

す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
衆
・
参
議

院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
他
大
臣
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
一
般
質
問
は
次
号
に
掲
載
〉
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遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
林
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
１
月
号
よ
り
「
協
力
隊
の
つ
ぶ
や

き
」
は
２
人
ず
つ
書
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
中
林
の
つ
ぶ
や
き
を
楽
し
み
に

し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
、
お
楽
し
み
期

間
が
１
ヶ
月
か
ら
２
ヶ
月
に
延
び
ま
し

た
（
笑
）
お
待
た
せ
し
た
分
、
１
回
の
文

章
量
が
約
1.5
倍
に
な
り
ま
す
。
文
章
よ

り
写
真
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
…
。

　

話
は
お
正
月
に
戻
り
ま
す
が
、
今
年

の
初
詣
は
談
山
神
社
に
行
き
ま
し
た
。

談
山
神
社
の
交
通
安
全
お
守
り
っ
て
か

っ
こ
い
い
ん
で
す
よ
！
祭
神
の
藤
原
鎌

足
の
「
目
」
が
描
か
れ
て
い
る
ん
で

す
。
車
の
後
ろ
に
貼
り
つ
け
る
と
後
続

車
を
睨
み
つ
け
ま
す
。

　

あ
と
、
中
林
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
数

年
前
ま
で
事
務
局
長
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
談
山
神
社
の
前
を
通
る

と
き
は
、「
中
林
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

い
た
と
こ
ろ
な
ん
や
な
ー
。
」
と
思
っ

て
下
さ
い
。
今
は
元
気
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
（
笑
）

＊
中 

林 

維 
吹 
隊
員

＊
高 

原 

慎 

一 

隊
員

そ
の
49

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
最
近
ゆ
ず
風
呂
に
、
は
ま
っ
て
い

る
協
力
隊
の
高
原
で
す
。

　

私
の
家
の
横
に
あ
る
大
き
な
木
に
ゆ

ず
が
生
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ゆ

ず
風
呂
、
ゆ
ず
ジ
ャ
ム
と
ゆ
ず
を
満
喫

し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
私
が
飼
っ
て
い

る
猫
が
、
ゆ
ず
風
呂
に
入
っ
た
後
の
私

を
避
け
る
の
が
少
し
寂
し
い
で
す
が
…

（
猫
は
柑
橘
類
の
匂
い
が
苦
手
ら
し
い

で
す
。）

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆
　

◆
◆

　

さ
て
、
仕
事
の
話
で
す
。
12
月
の
土

曜
朝
市
は
、
24
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
お
楽
し
み
抽
選

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ろ
ん
こ
畑
の
出

店
、
し
し
汁
の
ふ
る
ま
い
な
ど
を
行

い
、
１
０
０
名
以
上
の
お
客
様
に
ご
来

場
い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
12
・
１
月
の
学
校
給
食
は
大
根
、

ね
ぎ
、
下
北
山
村
の
特
産
「
南
朝
み

そ
」
と
「
下
北
春
ま
な
」
を
多
く
使
用

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
12
月
か
ら
自
伐
型
林
業
に
も

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
現
在
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
倒
の
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
１
月
に
重
機
の
講
習
を

受
け
、
操
作
の
練
習
も
始
め
て
い
ま

す
。
で
は
、
ま
た
再
来
月
！

　

で
は
、
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
私
が
村
外
の
方
向
け
に
企
画

し
た
「
春
ま
な
収
穫
＆
温
泉
イ
ベ
ン

ト
」
が
、
12
月
17
日
に
つ
い
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
下

北
山
村
の
伝
統
食
材
「
下
北
春
ま
な
」

を
収
穫
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

キ
ャ
ン
プ
場
で
春
ま
な
入
り
の
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
や
、
パ
ン
作
り
を
行
っ
た

後
、
温
泉
を
満
喫
し
て
も
ら
う
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
多
く
が
車
で
２

時
間
以
上
か
け
て
下
北
山
村
に
来
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
企
画
を
失

敗
で
き
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
、
何
と
か
無
事
に
イ
ベ
ン
ト
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
春
ま
な
収
穫

体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
、
大
崎
さ
ん
や

役
場
職
員
の
方
々
、
他
に
も
多
く
の

方
々
に
助
け
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
今
後
も
、
村
外
の
方
に
下
北
山
村

を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
作
り
が
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
新
年
を
迎
え
て
寒
さ
が
本
格
的

に
な
り
ま
し
た
。
正
直
寒
す
ぎ
ま
す
！

寒
さ
対
策
を
ば
っ
ち
り
し
て
元
気
に
今

年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
で
は
、
ま

た
。

＊
新
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
！

　

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
！
こ
の
度
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
矢
奥
で
す
。
大
阪
か
ら
来
ま
し

た
。
趣
味
は
植
木
や
植
物
を
育
て
る
こ

と
で
す
。
自
伐
型
林
業
に
携
わ
り
な
が

ら
下
北
山
村
の
魅
力
を
色
々
発
見
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
よ
り
、
自
伐
型
林
業
に
取
り

組
む
協
力
隊
員
が
１
名
増
え
ま
し
た
。

　

名
前
は
矢や

奥お
く

哲あ
き

宣の
ぶ

さ
ん
（
41
歳
）

で
す
。
小
川
隊
員
・「
サ
ポ
ー
ト
き

な
り
」
と
兼
ね
て
い
る
中
林
隊
員
を

含
め
て
３
名
と
な
り
ま
し
た
。
４
月

か
ら
も
う
１
名
募
集
す
る
予
定
で

す
。
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